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第３章

実証実験における実例
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第 3章　実証実験における実例

１．木の香る家　　住宅の特徴

このシートは、実証実験住宅を販売する際に消費者向けに作成されたものです。
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このシートは、実証実験住宅を販売する際に消費者向けに作成されたものです。
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第 3章　実証実験における実例

・加工の基本モジュール

図２： ２間× 2間、2間× 1間

　　　 の組み合わせ

１．木の香る家　　合理化のポイント

合理化ポイント１：平面・断面計画の単純化

●耐力壁、水廻りの外周配置による将来の間取り変更への対

　応　→ p.14、15 ③参照

●効率の良い総二階＋近隣への日照・通風や景観に配慮した

　下屋の設置　→ p.15 ②参照

●無垢板による根太レス工法〔図１〕　→ p.25 ①参照

●設計事務所との連携による設計作業の分業化　→p.27参照

合理化ポイント２：材と工の整理・集約化

● 2 間× 2 間、2 間× 1 間のモジュールの組合せによる構造

　材寸法の整理〔図２〕　→ p.16 参照

●構造材が造作材を兼ねる（差鴨居等）→ p.17  例６ 参照

●断熱材の種類・厚みの統一　→ p.18  例２ 参照

●大工工事の最大活用　→ p.19 例１、例２ 参照

●左官工事の最大活用　→ p.19 例３ 参照

●定尺材の活用（4ｍのガルバリウム鋼板による腰板）

　→ p.20  例４ 参照

●手刻みでも継手・仕口の整理、集約化　→p.32コラム参照

合理化ポイント３：躯体と設備・内装の分離

● PS、EPS による躯体と設備の分離　→ p.21 参照

●ヘッダー工法による工期短縮　→ p.22 参照

●排水管をスラブ下に埋込まない〔図３〕→ p.23 参照

●床・天井を先に施工することによる躯体と内装の分離

　→ p.24 参照

合理化ポイント４：産直方式による木材調達

●原木を余すところなく使う木材の寸法体系〔図４〕

　→ p.16 コラム参照

●遠野木材加工基地と連携した産直方式による中間経費の

　削減〔図５〕　→ p.29 ②参照

図５：木材加工基地の例

図３：さや管により将来排水管を

　　　交換できる準備をしている例

図４：横架材と汎用部材を同じ

　　　原木から効率よく製材する

図１：無垢板による根太レス工法
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木の香る家

㈱現代計画研究所

取締役　加来　照彦　さん

●今回の実証実験に参加して

　　合理化に取り組んだ具体的な成果としては、パネル化・部品化による現場工数、現場

　廃棄物の削減の成果がありました。目標の価格を設定した上で、工数及び価格設定の実

　証に取り組み、データを蓄積できたことは良かったと思います。

　　また、設計者、工務店、職人の協働体制の必要性をあらためて認識しました。特に職

　人の育成が重要だと考えます。

●今後にどのように活かしていきたいか

　　さらに合理的で使いやすい住宅生産システムの開発やライフサイクルコスト、CO２　 

　削減に向けた木造住宅の開発に取り組んでいきたいと考えています。

●他の工務店等の皆さんへ

　　合理化に取り組むにあたっては、設計者、工務店、職人の協働体制による質の向上と

　コストコントロールが重要です。

　　伝統的な構法による木造住宅への住まい手の需要は確実にあります。

　　ぜひ他の工務店の皆さんにも取り組んでいただきたいと思います。

合理化ポイント５：工場加工比率の向上

●工場でのユニット化（階段、手摺、押入の中棚等）による

　工期短縮　→ p.32 参照

●外壁の断熱材・間柱のパネル化による工期短縮〔図６〕　

　→ p.33 参照

合理化ポイント６：廃棄物の削減

●定尺材・規格寸法の活用による現場での廃棄物削減〔図７〕 

　→ p.38 ① 参照

●自然素材や左官工事の活用による住宅全体での廃棄物削減

　→ p.38 ②参照

図６：断熱材・間柱のパネル化

図７：腰部を４ｍのガルバリウム

　　　鋼鈑の定尺材を活用し現場

　　　での廃棄物を削減する
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第 3章　実証実験における実例

２．木造ドミノ　　住宅の特徴

このシートは、実証実験住宅を販売する際に消費者向けに作成されたものです。
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このシートは、実証実験住宅を販売する際に消費者向けに作成されたものです。
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第 3章　実証実験における実例

図５：床材を先行して施工して

　　　いる例

２．木造ドミノ　　合理化のポイント

合理化ポイント１：平面・断面計画の単純化

●開放的な間取りによる間仕切・建具の削減　→ p.14 参照

●耐力壁、水廻りの外周配置による将来の間取り変更への対

　応　→ p.14、15 ③参照

●合板による根太レス工法　→ p.25 ①参照

●軽量鉄骨野縁による工期短縮〔図１〕　→ p.25 ②参照

合理化ポイント２：材と工の整理・集約化

● 2 間× 2 間、2 間× 1 間のモジュールの組合せによる構造 

　材寸法の整理　→ p.16 参照

●簡易な間仕切り壁の採用　→ p.17  例２ 参照

●大工が家具を製作することによる他の工種の整理・集約化

　〔図２〕→ p.19 例１、例２ 参照

合理化ポイント３：定尺材・既製品の活用

●既製品に一工夫して建築主の満足度を向上（玄関ドア）

　〔図３〕→ p.20 コラム参照

合理化ポイント４：躯体と設備・内装の分離

● PS による躯体と設備の分離　→ p.21 参照

●長押 EPS と縦枠配線による電気配線の独立〔図４〕　

　→ p.21 参照

●ヘッダー工法による工期短縮　→ p.22 参照

●床下排水合流による外部配管工事の軽減　→ p.23 参照

●床・天井を先に施工することによる躯体と内装の分離

　〔図５〕→ p.24 参照

図１：軽量鉄骨野縁

図２：大工仕事により家具を

　　　製作する例

図３：既成の玄関ドアに木を

　　　貼る例

図４：長押 EPS の内部



第 3章　実証実験における実例

47

合理化ポイント５：地場産材の活用

●多摩産の杉の活用によるウッドマイレージの削減、

　東京の森林の保全・育成〔図６〕　→ p.35 参照

図６：多摩産の杉を使用した住宅

木造ドミノ

相羽建設㈱　

常務取締役　迎川　利夫　さん

●今回の実証実験参加のきっかけ・動機

　　自社の通常業務の中で合理化に取り組むことは、なかなか難しいと考えていたので、

　今回の東京都による企画は、ちょうど良い機会だと思い、地元の企業としてぜひ参加し

　たいと考えました。

●実証実験に参加して

　　目標を達成するためには、建材類のコスト削減は限界があり、いかに手間の合理化を

　図るかが重要でした。単純な構造計画や床・天井を先に施工する工法などは、合理化に    

　大きな効果がありました。職人が仕事に慣れることが、手間の合理化には最も効果があ

　ります。また、排水管を床下で合流させるなど、合理化とあわせて維持管理にも効果が

　ある工法にも取り組みました。

　　今回参加して、机上でのアイディアは、かえって手間がかかる結果になりやすいこと

　を実感しました。今回の成果を地域工務店の仲間にも伝えていきたいと思います。また、

　今後は、スケルトン・インフィルの住まい方を伝えていくことが必要だと考えています。

●他の工務店等の皆さんへ

　　手間の削減は、単価を下げずに人工を減らすことでなければ、継続できません。

　　合理化は、会社側からの一方的なお願いでは、長続きすることは難しく、職人を含め

　た関係者全員の共通認識の構築が必要です。各職種で目標を定めて、対等な立場で一緒 

  に創り出すという意識が重要であり、住まい手を含めた全員にメリットが無ければ成功

　しません。

　　何事も否定するのでは無く、行動して結果分析から採否を決めていくべきです。合理

　化に取り組むことは、現状で抱えている「無理」「無駄」を解決するだけでも大きな効

　果があるはずです。
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第 3章　実証実験における実例

３．１００年健康住宅　　住宅の特徴

このシートは、実証実験住宅を販売する際に消費者向けに作成されたものです。
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このシートは、実証実験住宅を販売する際に消費者向けに作成されたものです。
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第 3章　実証実験における実例

３．１００年健康住宅　　合理化のポイント

合理化ポイント１：平面・断面計画の単純化

●耐力壁、水廻りの外周配置による将来の間取り変更への対

　応　→ p.14、15 ③ 参照

●効率の良い総２階形式　→ p.15 ① 参照

●合板による根太レス工法〔図１〕　→ p.25 ① 参照

合理化ポイント２：材と工の整理・集約化

● 1.5 間× 1.5 間のモジュールの組合せによる構造材寸法の

　整理〔図２〕　→ p.16 参照

●仕上げ材としても使えるボードによりクロスを省略

　〔図３〕→ p.17例１、p.38②例２参照

●サッシや建具枠など既製品の活用の徹底

　→ p.20 例１、例２ 参照

合理化ポイント３：躯体と設備・内装の分離

● PS、EPS による躯体と設備の分離　→ p.21 参照

●ステンレスの耐久性と可撓管による施工性の両立

　→ p.22 コラム参照

●配水管をスラブ下に埋め込まない（基礎立ち上がり貫通）

　→ p.23 参照

● 2階排水管の露出　→ p.23 参照

●床・天井を先に施工することによる躯体と内装の分離

　→ p.24 参照

合理化ポイント４：工場加工比率の向上

●徹底したプレカット化（合板や間柱まで）　→ p.32 参照

●壁パネル（高さ寸法の統一、小窓入りパネルによる工期短

　縮） 〔図４〕  → p.33 参照

●床パネルによる工期短縮〔図５〕　→ p.33 参照

図２：1.5間×1.5間の組み合わせ

図３：仕上げ材としても使える　

　　　ボードによりクロスを省略

図５：１階床合板、断熱材を

　　　パネル化する例

図１：根太レス工法

図４：小窓を組み込んで

　　　パネル化する例
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１００年健康住宅

㈱大和工務店

代表取締役　後関　和之　さん

●今回の実証実験に参加して

　　工事全体の標準化を通じた施工者の習熟により、人件費が大きく削減できることが、　

　頭では考えていたつもりでしたが、今回で実感しました。

　　また、施工管理、進行をネット上で展開し、情報の共有化を図ることで、打合せの件数、

　図面の確認、工程管理などが、かなり軽減されました。

●今後にどのように活かしていきたいか

　　工事全体の標準化をさらに進め、打合せや変更の少ない現場にしていきたいです。ま

　た、より環境に配慮した住宅生産システムを考えていきたいと思います。

●他の工務店等の皆さんへ

　　考えているだけでなく、試してみることが大切だということを実感しました。自分達

　の一番得意なことをやれば、必ずうまくいきます。

合理化ポイント５：工程管理の効率化

●イントラネット、チェックリスト入り

　工程表による効率的な工程管理〔図６〕

　→ p.36 参照

 

no. 日付 工事内容 発注
受領
荷受

確認 検査 写真 備考

1 3/9 金 やり方 仮設水道
アンカー

Ｂ
検査 Ｋ①

2 3/10 土 根伐り・すきとり 土間断熱 Ｋ②

3 3/11 日 割り栗地業・砂利地業 Ｋ③

4 3/12 月 ステコン Ｋ④

5 3/13 火
墨出し・外型枠組み立て・

配筋工事

足場・
建方

Ｋ⑤

6 3/14 水 配筋工事
アンカー

ボルト
鎮め物 外部配管 検査ｓ -1 Ｋ⑥

7 3/15 木

8 3/16 金 ベースコンクリート打設 配合表 Ｋ⑦

9 3/17 土 墨出し
給排水

スリーブ
入れ

補強筋 Ｋ⑧

10 3/18 日 立上り型枠

コンク

リート打

設

配合表 検査 Ｋ⑨

11 3/19 月 仮墨出し
やり方

解体

基礎Ｐ・

鋼製束

図６：チェックリスト入り工程表の例
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第 3章　実証実験における実例

４．新世代住宅　　住宅の特徴

このシートは、実証実験住宅を販売する際に消費者向けに作成されたものです。
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このシートは、実証実験住宅を販売する際に消費者向けに作成されたものです。
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第 3章　実証実験における実例

４．新世代住宅　　合理化のポイント

合理化ポイント１：平面・断面計画の単純化

●開放的な間取りによる間仕切・建具の削減、廊下の少ない

　面積効率の良い間取り　→ p.14 参照

●耐力壁、水廻りの外周配置による将来の間取り変更への対

　応　→ p.14、15 ③参照

●合板による根太レス工法　→ p.25 ①参照

●軽量鉄骨野縁による工期短縮　→ p.25 ②参照

合理化ポイント２：材と工の整理・集約化

●仕上げや納まりの簡素化（天井までの建具、窓枠の省略等）

　〔図１〕　→ p.17 例３～５参照

●収納内部も居室と同じ仕上とすることで工期短縮〔図２〕

　→ p.18 参照

●メーターモジュールによる単位面積当たりの部材数削減　

　〔図３〕　→ p.18 参照

●乾式工法の最大活用　→ p.19 例２、例５ 参照

●既製品・規格寸法の最大活用〔図４〕

　→ p.20 例１、例２、p.38 ① 参照

合理化ポイント３：躯体と設備・内装の分離

● PS、EPS による躯体と設備の分離　→ p.21 参照

●ヘッダー工法による工期短縮　→ p.22 参照

●排水ヘッダーによる外部配管工事の軽減　→ p.23 参照

●床・天井を先に施工することによる躯体と内装の分離

　→ p.24 参照

合理化ポイント４：合理的な見積方式

●実績方式の見積による見積手間の大幅な削減

　→ p.28 参照

図３：メーターモジュール

図２：収納の床、壁、天井仕上を

　　　居室と同じとする例

図４：規格寸法のタイルを

　　　使用する例

図１- １：天井までの建

　　　　 具・収納建具

図１-２：窓枠のない窓

図１-３：アクリル棒

　　　　 埋め込み建具
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新世代住宅

㈱アキュラホーム　

取締役　商品開発本部長　井草　健二　さん

●今回の実証実験に参加して

　　私たちは、つくり手として、日本の住宅を適正価格にしたいという思いでこれまで取り組

　んできました。このプロジェクトは70年の定期借地ということで、三代にわたり住み続けら

　れる資産価値のある住宅を目指しました。また、一般の方が無理なく手に入れられる「価格」、

　デザイン、性能、仕様・設備を組み合わせる「バランス」、快適に生活するための「こだわり

　や思い」を実践しました。

　　おかげさまで、多くのお客様から高い評価をいただきました。

●今後にどのように活かしていきたいか

　　今回のプロジェクトで実践した取り組みをさらに進めるとともに、家族の絆を深め地域　

　住民とのつながりを育む家づくり・街並みづくりを行っていきたいと考えます。

●他の工務店等の皆さんへ

　　合理化とは、ただ材料費を下げるのではなく、人件費も含めて工程ごとに考えるべきです。

　たとえ材料費が高くても、作業効率が上がり、トータルで安くできるのであればその方が合

　理的といえます。当社では、約20,000項目に細分化した工程のひとつひとつに、この手法を

　適用し、不必要な施工と人件費を削減しています。

　　「価格」、「バランス」、「こだわりや思い」の実践は、大変ですが意義は大きいと思います。

合理化ポイント５：スケールメリットを活かした発注

●スケールメリットを活かした発注によるコストダウン

　→ p.29 ① 参照

合理化ポイント６：品質管理

●工程毎のチェックシートによる

　品質管理〔図５〕　→ p.37 参照

図５：工程毎の品質管理チェックシートの例

断熱・気密施工完了社内チェックシート

邸名
チェック日：　　　　年　　　　月　　　　日

チェック者

No. チェック項目
判定

基準 ･チェックポイント

OK NO

1 新省エネ仕様か、次世代省エネ仕様か □ □

2 床
（
外
気
に
接
す
る
床
共
）

専用受け材を施工したか □ □ 外気に接する床 (オーバーハング部分共 )も含む

3 断熱材は垂れていないか □ □ 外気に接する床 (オーバーハング部分共 )も含む

4 １階下地のない床版継目に気密ﾃｰﾌﾟの施工をしたか □ □
次世代省エネで公庫断熱割増融資

または性能表示する場合のみ

5 押入、ｸﾛｾﾞｯﾄ、床の間、階段も断熱施工をしたか □ □

6 配管貫通部修正ﾃｰﾌﾟで留めつけたか □ □ 次世代省エネのみ (新省エネは推奨 )

7 浴室基礎立上り、一部水平部 (土間 )の断熱材は施工したか □ □ 次世代省エネのみ ･新省エネは３地区以北が対象






